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【背景および目的】透析装置において、装置配管内からの液漏れは、時としてポンプ類や

電磁弁などの腐食による故障となり、結果メインテナンス費用の増大となることもある。

液漏れの量が多い場合は、比較的早期発見が可能であるが、少量の場合早期発見は難しい。 
そこで、液漏れの早期発見と清掃を目的としたプロアクティブ保全(以下 PRM)の導入を試みた

ので、報告する。 

【方法】2009 年 8 月より二ヶ月に 1 回のペースで個人用･多人数用透析機器、多人数用透

析液供給装置、RO 水精製装置、A･B 粉溶解装置の計 28 台について PRM を行った。 
PRM の内容は目視による点検および清掃とした。 
【結果】これまでに２回の PRM を行った結果、25％（14/56 件）で何らかの異常が確認で

きた。異常の内訳は、配管からの液漏れによる金属部の腐食、除水ポンプとの摩擦による

シリコンチューブの擦り切れなどであった。 
【考察・結語】当センターにおいては、施行回数が少ないものの PRM は液漏れなどによる

腐食や故障を未然に防止するのに有用であり、余計な部品交換を抑制できコスト削減につ

ながるものと思われた。しかし、過剰なメインテナンスは故障の原因となり得ることも報

告されており、PRM の適正な施行頻度やメインテナンスの程度については検討課題である。 
また、装置配管内の点検が定期的・日常的に実施しやすくするためや、装置パネルの開閉

による配管チューブや配線等を破損させないようにするなどの作業性についても工夫する

必要がある。 
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カスケードポンプからの液漏れ!

原因は・・・
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原因は・・・

シリコンチューブの擦り切れ!
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原因は・・・

除水ポンプの
ベアリングボールの摩耗!

 


